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補　正

一般質問

●写真／カヌーツアー（奥利根湖）

平成24年度当初予算……1~2

みなかみ町の国民健康保険 9〜10特集
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月定 例 議 会333

─
当
初
予
算
討
論
─

予算
決まる決まる
予算予算
決まる決まる

　発議1件、諮問1件、24年度一般会計・特別会計当
初予算6件、23年度補正予算8件、条例制定・改廃19
件、指定管理者の指定29件、その他2件が提出され、
審議の結果、すべての議案を原案通り可決しました。
　4人の議員が、『産業振興』『教育』『都市計画』『保
険制度』等について、一般質問しました。

一般会計／総額128.8億円

自主
財
源

依

存

財
源

歳　

入

歳　

出

総務費 10.8％
（13億9371万円）

商工費 3.0％
（3億8899万円）

消防費
3.8％
（4億8959万円）

土木費 13.5％
（17億3263万円）

町　税 27.2％
（35億円）

地方交付税 35.7％
（46億円）

町債　
（町の借金）　
（16億8940万円）

13.1％

民生費 18.7％
（24億425万円）

　　　教育費　
14.3％　

（18億4010万円）
公債費

（借金の返済）
18.0％

（23億1902万円）

繰入金 2.1％
（2億7463万円）

地方譲与税 1.5％（1億9,700万円）

諸収入 2.2％
（2億7891万円）

各
種
交
付
金

その他

その他

衛生費
9.5％
（12億2809万円）

農林水産業費
7.3％（9億3464万円）

分担金及び負担金
1.7％（2億1379万円）

使用料及び手数料
1.8％（2億3453万円）

国庫支出金 5.4％（6億9557万円）
県支出金 6.4％（8億2569万円）

議会費 0.9％（1億1000万円）

各種交付金 計1.9％（2億5040万円）

その他 計0.9％
（1億2006万円）

その他 計0.3％
（3900万円）

利子割交付金・地方消費税交付金・自動車取得税交付金・株式等譲渡所得割交付金
配当割交付金・ゴルフ場利用税交付金・地方特例交付金・交通安全対策特別交付金

財産収入
寄附金・繰越金

労働費・災害復旧費
諸支出金・予備費

※四捨五入のため、合計と一致
　しない場合があります。

◇
一
般
会
計

原
澤
良
輝
議
員

　

多
く
の
国
民
が
廃
止
を
求
め

て
い
る
後
期
高
齢
者
医
療
費

三
億
七
六
〇
九
万
円
の
計
上
は
や
め

る
べ
き
で
す
。

　

教
育
は
恒
久
・
継
続
的
な
事
業
で

す
。
正
規
職
員
を
長
期
的
視
野
に
基

づ
い
て
計
画
的
に
配
置
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

山
田
庄
一
議
員

　

ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
に
則
っ
た

地
域
ス
ポ
ー
ツ
施
設
整
備
事
業
・
協

働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
事
業

で
、
住
民
目
線
で
の
事
業
も
速
や
か

に
実
施
さ
れ
る
な
ど
、
各
般
に
わ
た

る
事
業
の
予
算
措
置
を
決
め
る
重
要

な
案
件
で
あ
り
、
賛
成
し
ま
す
。

小
林　

洋
議
員

　

本
予
算
は
厳
し
い
財
政
状
況
の
中

で
も
、
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
に
向
け

て
、
自
治
体
と
企
業
と
の
連
携
・
協

力
に
よ
る
新
し
い
事
業
や
、
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
費
助
成
事
業
等

の
ソ
フ
ト
面
及
び
、
多
く
の
関
係
者

か
ら
要
望
の
あ
っ
た
サ
ッ
カ
ー
場
整

備
に
要
す
る
予
算
等
ハ
ー
ド
面
の
両

面
か
ら
、
積
極
的
に
取
り
組
む
姿
勢

が
示
さ
れ
て
お
り
賛
成
し
ま
す
。

（
賛
成
一
六　

反
対
一　

可
決
）

◇
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

原
澤
良
輝
議
員

　

平
成
二
十
四
年
度
に
前
年
度
か
ら

約
六
億
円
が
繰
り
越
さ
れ
ま
す
。
大

反
対

反
対

賛
成

賛
成
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平成24年度年度年度年度当初
特　別　会　計

区　　　分 金　　　額

国民健康保険 29億3600万円
後期高齢者医療 2億6700万円…
介護保険 19億4800万円…
下水道事業 9億9000万円…

区　　　分 金　　　額

水道事業

収益的収入 4億3044万円…
収益的支出 4億2702万円…
資本的収入 2億7617万円…
資本的支出 4億2690万円…

特別会計は9会計から5会計に再編
（利根沼田広域観光センター・自家用有償バス事業・スキー場事業・

　　　　温泉事業の特別会計は一般会計へ統合されました。　　　）

幅
値
上
げ
を
国
保
加
入
者
が
負
担
し

た
結
果
で
す
。

　

町
が
「
大
幅
値
上
げ
と
同
額
を
負

担
す
る
」
と
い
う
約
束
を
果
た
す
こ

と
が
必
要
で
す
。
二
十
四
年
度
は
国

保
料
を
引
き
下
げ
て
、
余
分
に
徴
収

し
た
額
を
加
入
者
に
返
還
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

林　

一
彦
議
員

　

平
成
二
十
三
年
度
か
ら
は
、
保
険

給
付
費
の
伸
び
な
ど
の
理
由
に
よ
り

単
年
度
収
支
で
は
赤
字
と
な
り
、
こ

の
傾
向
は
二
十
四
年
度
以
降
も
続
く

と
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

前
年
度
対
比
七
七
〇
〇
万
円
の
増

額
で
編
成
さ
れ
て
い
る
本
予
算
に
つ

い
て
は
、
加
入
者
み
な
さ
ん
が
安
心

し
て
医
療
が
受
け
ら
れ
る
た
め
の
も

の
で
あ
り
、
本
会
計
の
運
営
上
必
要

な
予
算
と
認
め
ら
れ
ま
す
。

（
賛
成
一
四　

反
対
三　

可
決
）

◇
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

原
澤
良
輝
議
員

　

こ
の
制
度
は
、
高
齢
者
が
増
え
れ

ば
保
険
料
が
上
が
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。

協
会
健
保
な
ど
は
本
体
の
医
療
費
よ

り
支
援
金
が
多
く
な
る
組
合
が
出
て
、

保
険
料
の
値
上
げ
や
、
組
合
を
解
散

し
て
国
保
に
加
入
す
る
な
ど
の
事
態

も
起
き
て
い
ま
す
。

　

制
度
は
直
ち
に
廃
止
し
、
誰
も
が

安
心
で
き
る
国
民
皆
保
険
制
度
を
確

立
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

内
海
敏
久
議
員

　

「
新
た
な
高
齢
者
医
療
制
度
」
と

し
て
再
編
す
べ
く
、
現
在
国
に
お
い

て
そ
の
実
施
に
向
け
た
審
議
が
さ
れ

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

本
予
算
に
つ
い
て
は
、
前
年
度

対
比
で
二
八
〇
〇
万
円
、
約
一
一
．

七
％
の
増
で
編
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
主
に
広
域
連
合
に
納
付
す
る

保
険
料
負
担
金
で
あ
り
、
本
会
計
の

運
営
上
必
要
な
予
算
と
認
め
ら
れ
ま

す
。（

賛
成
一
六　

反
対
一　

可
決
）

◇
介
護
保
険
特
別
会
計原

澤
良
輝
議
員

　

町
の
提
案
で
は
一
六
．
三
％
の
大

幅
値
上
げ
に
な
り
ま
す
。
介
護
保
険

料
・
利
用
料
・
国
と
地
方
の
公
費
負

担
の
た
め
、
全
額
国
庫
の
交
付
金
を

な
く
せ
ば
保
険
料
・
利
用
料
ア
ッ
プ

は
必
至
で
す
。

　

国
は
約
束
し
た
「
保
険
料
ア
ッ
プ

に
繋
が
ら
な
い
方
法
で
介
護
労
働
者

の
賃
金
を
月
四
万
円
程
度
引
き
上
げ

る
」
制
度
を
取
り
入
れ
る
べ
き
と
考

え
ま
す
。

中
島
信
義
議
員

　

制
度
改
正
及
び
報
酬
改
定
等
に
伴

い
、
事
業
量
や
給
付
費
が
見
直
さ
れ
、

介
護
給
付
費
が
増
加
す
る
中
で
、
対

前
年
比
一
〇
三
％
と
そ
の
伸
び
を
最

小
限
に
と
ど
め
た
こ
と
に
つ
い
て
評

価
に
値
す
る
と
考
え
ま
す
。

（
賛
成
一
六　

反
対
一　

可
決
）

◇
下
水
道
事
業
特
別
会
計

原
澤
良
輝
議
員

　

起
債
残
高
は
二
十
四
年
度
末
で

五
二
億
円
に
な
り
ま
す
。
実
際
の
返

済
額
も
、
元
金
の
返
済
額
四
億
円
に

対
し
支
払
利
子
は
一
億
円
で
、
な
か

な
か
残
高
が
減
少
し
ま
せ
ん
。

　

町
の
預
貯
金
を
元
金
返
済
に
充
て

る
な
ど
思
い
切
っ
た
起
債
返
済
計
画

を
実
施
し
、
安
定
し
た
下
水
道
会
計

と
し
て
運
営
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

阿
部
賢
一
議
員

　

長
寿
命
化
計
画
に
よ
る
補
助
金
対

応
に
よ
る
老
朽
管
の
更
正
工
事
や
、

資
本
金
の
一
部
を
後
年
度
に
繰
り
延

べ
し
世
代
間
負
担
の
公
平
を
図
る
た

め
の
起
債
も
あ
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

起
債
残
高
も
毎
年
一
億
円
程
度
減

額
さ
れ
て
お
り
、
健
全
運
営
の
努
力

を
し
て
い
る
の
で
賛
成
し
ま
す
。

（
賛
成
一
六　

反
対
一　

可
決
）

◇
水
道
事
業
特
別
会
計原

澤
良
輝
議
員

　

本
会
計
は
三
五
億
円
の
固
定
資

産
が
あ
り
、
減
価
償
却
の
累
計
は

四
五
億
円
に
な
り
ま
す
。
し
か
し
実

際
は
資
本
的
収
支
の
補
填
に
流
用
さ

れ
て
、
約
二
億
円
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

　

企
業
会
計
と
し
て
運
営
す
る
こ
と

に
無
理
が
あ
り
ま
す
。
管
理
も
会
計

課
移
管
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

阿
部
賢
一
議
員

　

収
益
的
収
支
の
損
益
計
算
書
で
は
、

当
年
度
純
利
益
が
示
さ
れ
、
資
金
計

画
書
に
お
い
て
も
一
億
九
〇
四
九
万

円
の
現
金
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。
資

本
的
収
支
で
は
、
一
億
五
一
五
二
万

円
の
繰
上
償
還
に
よ
り
、
起
債
償
還

利
子
の
減
額
に
努
め
、
健
全
で
効
果

的
な
運
営
に
努
力
し
て
い
る
の
で
賛

成
し
ま
す
。

（
賛
成
一
六　

反
対
一　

可
決
）

反
対

反
対

反
対

反
対

賛
成

賛
成

賛
成

賛
成

賛
成
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項　　目 補正額 主　　　な　　　内　　　容 総　　　額

一 般 会 計 6776万円
総務費（公共施設管理基金）／1億6000万円
農業費（農業体質強化基盤整備促進事業ほか）／1億8038万円
民生費（老人保護措置費ほか）／▲1億967万円
教育費（高等学校総務費（地方交付税分））／▲6294万円

135億6736万円

　

特
　

別
　

会
　

計
　

国民健康保険 108万円 国保連合会負担金等／57万円 29億5930万円

後 期
高 齢 者 医 療 ▲558万円 広域連合納付金／558万円 2億3342万円

介 護 保 険 1500万円 保険給付費／2億2000万円
地域支援事業費／▲7411万円 19億3990万円

下 水 道 事 業 ▲3585万円 建設及び維持管理負担金 等／▲3185万円 10億366万円

利根沼田広域
観光センター ▲199万円 本会計廃止による収支調整／▲199万円 921万円

スキー場事業 138万円 賃金及び修繕料／131万円 1538万円

水道
事業

収
益
的

収入 487万円 水道料金 ほか／487万円 4億5344万円

支出 208万円 光熱水及び修繕費 ほか／208万円 4億4711万円

月定 例 議 会333
23年度補正予算（3月補正）

指定管理者一覧（指定管理者名の丸数字は指定期間（単位年、全てH24.4.1より））
施　　　設　　　名 指定管理者名

通所介護事業所
デイサービスセンター
ほたるの苑

社会福祉協議会③

通所介護事業所
水上デイサービスセンター 社会福祉協議会③

通所介護事業所
新治ふれあいセンター 社会福祉協議会③

福祉センター 社会福祉協議会③
公衆浴場いこいの湯 猿ヶ京区③
水紀行館 ㈱水の故郷⑤
大峰休養施設見晴荘 ダイヤモンドワールド①
産地形成促進施設
月夜野はーベすと

月夜野はーべすと
農産物直売所利用組合④

農林漁業体験実習館（豊楽館）㈶新治農村公園公社⑤
農産物加工施設（福寿茶屋） ㈶新治農村公園公社⑤
手づくり郷土の香りの家 ㈶新治農村公園公社⑤
たくみの里ヨーグルト工房 ㈶新治農村公園公社⑤
フルーツ公園（桃李館） ㈶新治農村公園公社④
特用林産物加工場 みなかみ町商工会⑤
月夜野農村環境改善センター みなかみ町商工会④

施　　　設　　　名 指定管理者名
健康福祉施設「湯テルメ谷川」㈱水の故郷③
ふれあい交流館 みなかみ町商工会③
奈良俣サービスセンター ㈱水の故郷⑤
武尊青少年旅行村 武尊山観光開発㈱②
相俣ダム周辺
レクリエーション施設
湯島オートキャンプ場

㈱猿ヶ京温泉夢未来⑤

猿ヶ京温泉交流公園
「満天星の湯」 ㈱猿ヶ京温泉夢未来③

町駐車場（湯原） ㈱水の故郷⑤
町駐車場（大穴） 大穴区④
町駐車場（湯檜曽字湯吹山） 谷川岳ロープウェー㈱③
ふれあい・やすらぎ
温泉センタ－「上牧風和の湯」上牧温泉旅館協同組合③

新治屋内運動場
湯宿温泉屋内運動場

みなかみ町ゲートボール
協会新治地区③

永井宿郷土館 永井区④
猿ヶ京温泉給湯施設 ㈱猿ヶ京温泉夢未来③
新治屋内運動場
猿ヶ京温泉屋内運動場 猿ヶ京温泉民宿組合③

№ 件　　　　　　　名 提　　　出　　　者 付託委員会 審議結果

請
願
１ 「サッカー場整備事業」に関する請願 布施742-1　河合 純男　ほか228人 総務文教 不 採 択

２
公契約にかかる事業の質の確保及び当該事業に従事する労働者の雇
用の安定と適正な賃金・労働条件の確保を図るため、「公契約条
例」の制定を求める請願

沼田市白石町213
利根沼田労働組合会議
議長　加藤　貴

産業観光 不 採 択

３
公契約にかかる事業の質の確保及び当該事業に従事する労働者の雇
用の安定と適正な賃金・労働条件の確保を図るため、「公契約条
例」の制定に関する意見書の採択を求める請願

沼田市白石町213
利根沼田労働組合会議
議長　加藤　貴

産業観光 不 採 択

陳
情
１ 「緊急事態基本法」の早期制定を求める意見書提出を求める陳情

昭和村川額150-1
アジアと日本の平和と安全を守る
群馬県フォーラム
新井 英志

総務文教 継続審査
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一
般
質
問

町
政
を
問
う

4人が質問を行いました。

主　な　内　容

◦阿部　賢一 1町内における働く場の確保について　……………5

◦島崎　栄一 1木質ペレット燃料の推進について　………………6

◦髙橋　市郎 1「後退用地」の取り扱いについて　………………7

2中学校部活動について

3中学校授業の「武道」必修化について

◦原澤　良輝 1町の国保施策が広報記事と矛盾していないか　…8

2幼稚園と保育園の無償化について

○一般質問とは
　議員が町の行財政全般にわたって執行機関に疑問点をただし、所信の

表明を求めるものです。

　執行機関の政治姿勢を明らかにし、それに対する政治責任を明確にさ

せたり、結果として、現行の政策を変更、是正させあるいは新規の政策

を採用させるなどの目的と効果があります。

　定例会のみで行われ、現在、みなかみ町議会での一般質問の時間は、

一人50分までとなっています。
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一般質問町政を問う
阿
部　

賢
一
議　

　

員

災
害
に
強
く
ア
ク
セ
ス
売
り
に
企
業
誘
致
し
た
い

町
長

過
疎
化
を
食
い
止
め
る
た
め

町
内
に
働
く
場
の
確
保
を

動
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

震
災
以
降
、
本
社
機
能
へ

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
で
あ
る
と
か

オ
フ
サ
イ
ド
セ
ン
タ
ー
等
の

機
能
施
設
の
設
置
を
検
討
し

て
い
る
企
業
も
あ
り
ま
す
。

　

地
震
な
ど
災
害
に
強
く
、

首
都
圏
か
ら
の
交
通
の
便
も

良
い
と
こ
ろ
の
特
長
を
生
か

し
て
、
企
業
誘
致
を
進
め
た

い
。問

居
住
の
自
由
は
憲
法

で
保
障
さ
れ
て
い
る

の
で
、
家
庭
の
事
情
で
町
外

に
居
住
す
る
事
は
仕
方
が
あ

り
ま
せ
ん
。

　

現
在
、
町
外
に
居
住
し
て

い
る
職
員
は
何
人
で
す
か
。

答
　
　
　

二
八
八
人
中
、

四
九
人
で
す
。

町
長

工
業
祭
の
賑
わ
い
（
ア
イ
チ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
新
治
工
場
）

問
町
の
職
員
で
あ
る
以

上
、
町
内
に
住
ん
で

頂
く
よ
う
取
り
組
み
は
。

答
　
　
　

行
政
上
の
観

点
か
ら
有
事
の
時
町

内
に
住
ん
で
い
た
方
が
よ
い

事
は
事
実
で
す
。

問
ワ
ー
ク
シ
ェ
ア
リ
ン

グ
の
研
究
は
。

答
　
　
　

行
政
サ
ー
ビ

ス
を
確
保
し
な
が
ら
、

業
務
を
民
間
へ
委
託
し
、
町

の
人
を
雇
用
す
る
事
が
町
全

体
の
ワ
ー
ク
シ
ェ
ア
リ
ン
グ

だ
と
思
い
ま
す
。

問
町
の
特
色
を
生
か
し

た
対
策
は
。

町
長

町
長

答
　
　
　

観
光
と
農
業

の
町
で
す
の
で
、
農

業
の
ブ
ラ
ン
ド
化
を
観
光
振

興
に
町
も
頑
張
り
ま
す
。

　

地
域
経
済
の
特
長
を
生
か

し
、
町
に
多
く
の
方
に
来
て

い
た
だ
く
よ
う
、
力
を
入
れ

て
い
き
た
い
。

問
地
域
間
競
争
が
激
化

し
て
い
ま
す
。
他
の

自
治
体
に
負
け
な
い
よ
う
な

取
り
組
み
は
。

答
　
　
　

効
果
を
現
す

中
で
理
解
を
得
ら
れ

る
と
思
う
の
で
、
さ
ら
に
積

極
的
に
努
め
て
い
き
た
い
。

町
長

町
長

問
過
疎
地
域
指
定
町
村

の
指
定
を
受
け
ま
し

た
。

　

人
口
は
下
降
線
を
た
ど
る

一
方
で
す
。
高
校
ま
で
は
町

に
住
ん
で
い
ま
す
が
、
大
学

等
で
進
学
す
る
と
、
そ
の
ま

ま
都
市
へ
就
職
し
、
過
疎
対

策
に
は
決
め
手
が
あ
り
ま
せ

ん
。
町
は
働
く
場
を
確
保
す

る
た
め
に
何
か
対
策
は
。

答
　
　
　

若
者
が
町
に

住
み
続
け
た
い
と
い

う
よ
う
な
有
効
な
施
策
を
展

開
し
て
い
き
た
い
。

問
企
業
誘
致
状
況
は
。

答
　
　
　

新
た
な
企
業

誘
致
で
具
体
的
な
活

町
長

町
長
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一般質問町政を問う

採算性を考えて慎重でありたい

町の経済発展に
木質ペレット推進しては

町長

に
入
り
、
販
売
が
急
速
に
増

え
て
い
ま
す
。
み
な
か
み
町

に
も
木
質
ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー

ブ
を
販
売
す
る
業
者
も
い
て
、

こ
れ
ま
で
二
〇
台
く
ら
い
を

販
売
し
た
そ
う
で
す
。

　

木
質
ペ
レ
ッ
ト
は
、
カ
ロ

リ
ー
ベ
ー
ス
で
比
較
し
た
場

合
、
灯
油
よ
り
も
二
割
安

く
、
重
油
よ
り
少
し
高
い
く

ら
い
で
す
。
群
馬
県
上
野
村

で
は
、
販
売
が
キ
ロ
四
〇
円
、

木
材
原
料
の
仕
入
れ
が
ト
ン

三
一
五
〇
円
と
い
っ
た
と
こ

木質ペレット燃料の製造工場

木質ペレット

問
み
な
か
み
町
の
発
展

を
考
え
る
と
き
、
町

の
強
み
は
何
な
の
か
、
ど
ん

な
資
源
が
あ
る
の
か
認
識
し
、

そ
の
特
徴
を
う
ま
く
活
か
す

こ
と
が
必
要
で
す
。

　

み
な
か
み
町
の
特
徴
は
、

そ
の
広
大
な
面
積
。
七
八
〇

㎢
は
県
内
一
位
。
そ
し
て
、

そ
の
八
割
が
山
林
で
す
。
広

大
な
山
林
を
、
も
っ
と
活
か

す
産
業
が
必
要
で
す
。

　

み
な
か
み
町
の
各
家
庭
や

職
場
で
、
冬
の
間
毎
月
何
万

円
も
の
灯
油
を
使
っ
て
暖
房

し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
灯
油

代
を
、
町
内
に
還
流
さ
せ
れ

ば
、
雇
用
が
生
ま
れ
、
収
入

が
増
加
し
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
灯
油
の
代
わ
り

に
な
る
の
で
は
と
、
山
林
を

活
か
す
木
質
ペ
レ
ッ
ト
に
注

目
し
ま
し
た
。
木
質
ペ
レ
ッ

ト
は
欧
米
で
は
何
十
年
も
前

か
ら
、
日
本
で
も
北
海
道
や

岩
手
県
で
は
二
〇
〇
〇
年
代

ろ
で
検
討
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

み
な
か
み
町
の
山
林
面
積

は
約
六
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
。
木

材
資
源
は
九
〇
〇
万
ト
ン
。

一
ト
ン
三
〇
〇
〇
円
な
ら

二
七
〇
億
円
に
な
り
ま
す
。

そ
の
す
べ
て
の
資
源
を
木
質

ペ
レ
ッ
ト
に
は
で
き
な
い

で
し
ょ
う
が
、
木
材
資
源
は

ま
た
生
え
て
く
る
再
生
資
源

だ
と
い
う
こ
と
を
考
え
た
時
、

そ
の
可
能
性
を
追
求
す
る
意

義
は
大
き
い
で
す
。

　

町
の
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド

で
木
質
ペ
レ
ッ
ト
を
販
売
し
、

木
質
ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
の

設
置
や
、
ス
ト
ー
ブ
に
対
応

し
た
住
宅
建
築
を
町
内
の
業

者
が
受
注
す
れ
ば
、
さ
ら
に

大
き
な
経
済
効
果
が
生
ま
れ

ま
す
。答

　
　
　

木
質
ペ
レ
ッ

ト
製
造
工
場
を
町
が

設
置
す
る
こ
と
に
は
、
採
算

性
を
考
え
て
慎
重
で
あ
り
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
利
便
性
は
ペ
レ
ッ
ト

材
よ
り
灯
油
の
方
が
高
い
で

す
、
し
か
し
、
豊
か
な
森
林

資
源
に
恵
ま
れ
て
い
る
の
は

明
確
で
す
の
で
、
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
な
生
活
ス
タ

イ
ル
に
誘
導
し
て
い
く
の
も
、

町
政
の
ひ
と
つ
の
使
命
だ
と

は
思
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
商
工
会
を
事
務
局

と
し
て
「
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
循

環
型
燃
料
資
源
調
査
研
究

会
」
を
立
ち
上
げ
て
お
り
ま

す
。
調
査
研
究
の
結
果
を
待

ち
、
必
要
が
あ
れ
ば
木
質
ペ

レ
ッ
ト
工
場
を
始
め
る
と
い

う
選
択
肢
も
あ
る
と
思
っ
て

い
ま
す
。 町

長

島
崎　

栄
一
議　

　

員
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一般質問町政を問う
髙
橋　

市
郎
議　

　

員

現
在
規
定
な
く
取
り
組
み
必
要
と
思
う

町
長

「
道
路
後
退
用
地
」
の

取
り
扱
い
は

■
中
学
校
授
業
の
「
武
道
」
必
修
化

指
導
計
画
と
安
全
対
策
は

■
中
学
校
の
部
活
動

指
導
に
外
部
者
の
活
用
進
め
る
べ
き

問
中
学
校
の
保
健
体
育

で
、
今
春
か
ら
武
道

が
必
修
と
な
り
ま
す
が
、
町

内
中
学
校
で
は
何
を
選
択
さ

れ
た
の
か
、
そ
の
指
導
計
画

や
教
員
の
研
修
、
安
全
対
策

に
つ
い
て
。

答
　
　
　
　

町
内
四
校

が
柔
道
を
選
択
し
ま

し
た
。
各
学
校
の
体
育
の
中

に
武
道
と
し
て
の
指
導
計
画

を
位
置
づ
け
、
そ
れ
に
則
っ

教
育
長

問
中
学
校
の
部
活
動
は
、

生
徒
の
生
き
る
力
の

育
成
に
大
き
な
意
義
の
あ
る

も
の
で
す
。
生
徒
の
多
様
な

ス
ポ
ー
ツ
ニ
ー
ズ
に
応
え
て

い
く
た
め
に
、
外
部
指
導
者

の
活
用
を
促
進
す
る
事
に
つ

い
て
。

て
指
導
が
展
開
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
学
校
体
育
の
柔
道
の

指
導
に
あ
た
っ
て
は
、
研
修

を
受
け
た
経
験
者
を
つ
け
る

と
い
う
事
で
、
柔
道
連
盟
あ

る
い
は
元
警
察
官
等
々
で
研

修
を
受
け
ら
れ
た
方
を
、
各

学
校
の
体
育
教
師
プ
ラ
ス

外
部
指
導
者
と
し
て
考
え
て

い
ま
す
。
そ
れ
ら
に
よ
っ
て
、

安
全
に
万
全
を
期
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

答
　
　
　
　

部
活
動
の

本
来
の
役
割
と
意

義
を
追
求
し
つ
つ
、
高
い
水

準
や
よ
り
素
晴
ら
し
い
も
の

を
求
め
た
い
と
い
う
願
い
の

も
と
に
指
導
に
協
力
し
て
頂

け
る
外
部
指
導
者
の
導
入
は
、

大
い
に
促
進
さ
れ
て
よ
い
と

考
え
ま
す
。

教
育
長

問
市
街
地
形
成
に
伴
う

住
環
境
の
観
点
か
ら
、

建
築
基
準
法
の
後
退
用
地
の

取
り
扱
い
に
つ
い
て
。

答
　
　
　

幅
員
四
メ
ー

ト
ル
未
満
の
道
路
に

面
し
た
土
地
に
建
築
確
認
を

行
う
場
合
、
建
築
基
準
法
に

よ
り
道
路
中
心
よ
り
二
メ
ー

ト
ル
後
退
し
た
線
が
道
路
と

の
境
界
と
な
り
、
こ
の
部
分

が
後
退
用
地
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
後
退
用
地
の
取
り
扱

い
に
つ
い
て
は
、
現
在
町
と

し
て
明
確
な
規
定
・
要
項
等

の
定
め
が
な
い
た
め
、
整
備

が
進
ん
で
い
な
い
の
が
現
状

で
す
。
今
後
こ
れ
ら
後
退
用

地
取
得
に
向
け
た
取
り
組
み

を
強
化
し
、
町
民
皆
様
の
ご

理
解
を
頂
く
よ
う
努
力
し
、

よ
り
良
い
住
環
境
整
備
に
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
。

町
長

幅4ｍ未満の道路

みなし境界線

道路
中心
線

住宅
等の
敷地

道路
後退
用地

2m

道路後退用地

　建築基準法（第42条）では、道路の幅員は原則として4m
以上と定められています。この基準に満たない（法の施行
前に造られたなど）細い道路では、中心から左右に2m外側
の線を「みなし境界線」としており、実際の道路境界から
このみなし境界線までの部分を「道路後退用地」といいます。
　この扱いは、これら狭い道路を将来的に法基準を満たす
4mに拡幅することを見込んだもので、近年、防災の観点等
から、都市計画を進めるにあたりこの道路後退用地を行政
で取得するための動きが各地で盛んになっています。
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一般質問町政を問う
原
澤　

良
輝
議　

　

員 責任は果たしていると考えている

町報の国保記事
町は「責任」果たすべき

ら
れ
る
か
ど
う
か
だ
と
思
い

ま
す
。
理
屈
は
い
ろ
い
ろ
あ

り
ま
す
。「
町
民
が
騙
さ
れ

た
、
約
束
を
果
た
し
て
も
ら

え
な
か
っ
た
」
と
い
う
感
情

を
持
っ
た
ら
非
常
に
ま
ず
い

と
思
い
ま
す
。

　

町
は
同
額
負
担
の
約
束
を

果
た
す
か
、一
世
帯
二
万
円
・

一
人
二
万
円
計
四
億
二
千
万

円
を
返
す
責
任
が
あ
り
ま
す
。

答
　
　
　

三
〇
億
円
の

国
保
会
計
を
運
営
す

る
に
は
六
億
円
の
基
金
は
過

大
だ
と
認
識
し
て
い
ま
せ
ん
。

今
ま
で
通
り
の
国
保
税
率
で

お
願
い
し
た
い
。

町
長

国保税率のアップを伝える記事（広報みなかみ45号）

問
広
報
み
な
か
み

四
五
号
の
「
国
民

健
康
保
険
か
ら
の
お
知
ら

せ
」
で
「
二
一
年
度
だ
け

で
三
億
五
千
万
円
不
足
し
」

「
税
率
を
五
六
％
ア
ッ
プ
す

る
必
要
が
あ
り
、
二
分
の
一
、

二
八
％
を
国
保
加
入
者
が
負

担
、
残
り
二
八
％
を
一
般
会

計
か
ら
国
保
会
計
に
補
助

（
支
援
）
す
る
」
と
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
部
分
の
理
解
は
残
り

二
八
％
分
を
町
が
負
担
し
ま

す
か
ら
「
町
民
の
皆
さ
ん
も

二
八
％
を
我
慢
し
て
負
担
し

て
下
さ
い
」
と
い
う
の
で
良

い
で
し
ょ
う
か
。

答
　
　
　

広
報
に
記
載

さ
れ
て
い
る
と
お
り

で
す
。問

加
入
者
は
値
上
げ
分

を
二
一
年
度
一
億
七

千
万
円
納
入
し
ま
し
た
。
三

年
間
で
五
億
三
八
七
万
円
納

入
し
ま
す
。
広
報
で
約
束
し

た
と
お
り
町
も
同
額
負
担
す

る
責
任
が
あ
り
ま
す
が
ど
う

考
え
ま
す
か
。

町
長

答
　
　
　

広
報
は
簡
潔

に
説
明
し
た
の
で
若

干
の
「
誤
解
が
あ
っ
た
」
が

責
任
を
果
た
し
て
な
い
認
識

は
あ
り
ま
せ
ん
。

問
値
上
げ
前
の
二
〇
年

度
に
一
億
四
四
五
〇

万
円
だ
っ
た
繰
越
金
が
三
年

間
で
六
億
七
千
万
円
の
繰
越

金
に
な
り
ま
す
。
値
上
げ
分

が
五
億
三
八
七
万
円
な
の
で

「
値
上
げ
は
必
要
な
か
っ
た
」

と
結
論
づ
け
ら
れ
ま
す
。

　

何
も
知
ら
な
い
町
民
は
広

報
の
「
財
政
が
大
変
」
と
い

う
脅
し
に
泣
く
泣
く
値
上
げ

分
を
納
入
し
ま
し
た
。
行
政

と
町
民
の
信
頼
は
約
束
が
守

町
長

■
子
育
て
支
援

幼
稚
園
・
保
育
園
は
無
料
化
す
べ
き

問
若
者
の
定
住
を
促
進

す
る
た
め
幼
稚
園
保

育
料
、
保
育
園
保
育
料
を
無

料
化
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す

が
、
町
長
の
考
え
を
伺
い
ま

す
。

答
　
　
　

子
育
て
支
援

は
重
要
と
考
え
て
い

ま
す
。
二
人
目
・
三
人
目
に

つ
い
て
は
保
護
者
の
指
摘
も

あ
り
議
会
や
有
識
者
と
検
討

し
た
い
。 町

長

町長

国保税率のアップを伝える記事（広報みなかみ45号）国保税率のアップを伝える記事（広報みなかみ45号）国保税率のアップを伝える記事（広報みなかみ45号）
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み
な
か
み
町
の
国
民
健
康
保
険

　

み
な
か
み
町
の
国
民
健
康
保
険（
以
降　

国
保
）は
、
三
年
ご
と
に
税
率
改
正
の
検
討

が
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

平
成
二
十
四
年
度
は
、
改
正
の
初
年
度
に

あ
た
り
、
み
な
か
み
町
国
民
健
康
保
険
運
営

協
議
会
で
検
討
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、“
国
保
税
率
は
現
行
の
ま
ま

（
平
成
二
十
四
〜
平
成
二
十
六
）
適
用
さ
れ

た
い
”
と
町
に
答
申
さ
れ
ま
し
た
。

　

前
回
、
平
成
二
十
一
年
の
改
正
で
は
税
率

を
平
均
で
二
八
％
引
き
上
げ
、
一
般
会
計
か

ら
の
財
政
支
援
と
併
せ
て
、
国
保
運
営
は
危

機
を
回
避
し
て
き
ま
し
た
。

　

そ
し
て
今
後
、
平
成
二
十
四
年
度
か
ら
も

国
保
運
営
に
お
い
て
は
、
支
出
の
約
七
割
を

占
め
る
保
険
給
付
費
（
保
険
医
療
費
）（
図

‐
２
②
）
は
高
齢
化
等
に
よ
り
増
加
が
予
想

さ
れ
（
図
‐
３
）、
収
入
は
、
人
口
の
減
少

等
が
原
因
で
加
入
者
も
減
少
し
（
図
‐
１
）、

国
保
税
収
（
加
入
者
負
担
金
）（
図
‐
２
①
）

が
下
が
る
ほ
か
、
昨
今
の
景
気
低
迷
に
よ
る

財
源
不
足
等
も
予
測
さ
れ
ま
す
。

【図‐１】町内国保加入者数の推移

0

2000

4000

6000

8000

10000

26年度25年度24年度23年度22年度平成21年度

（人）

8,241人 8,001人 7,752人 7,597人 7,445人 7,296人

※24年度以降は推計

議会は「税率値下げは無謀」と判断

国
保
税
率
は
現
行
の
ま
ま（
平
成
24
〜
平
成
26
）

特　集

それは困るから、運営について町はいろ
いろ考えているみたい。
基金運用とか、広域的に運営するとか。
国でも財政策が可決されたって最近、新
聞で読んだわよ。

そうなの！
でも、それじゃ私たち加入者はどんどん
苦しくなるってこと？！

国保税って加入者の負担金でしょ。年々加入
者が減っているわりに医療費は増えているら
しいよ。【図−１】,【図−3】
去年は、赤字（見込み）だったって話よ。【図−2】

国保税ってもっと安くならないかしら？
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0 5 10 15 20 25 30

（億円）

0

5

10

15

20

25

30

平成26年度平成25年度平成24年度平成23年度平成22年度平成21年度

（億円） 赤字部分

国
保
会
計
歳
出

う
ち
保
険
給
付
費
（
保
険
医
療
費
）

国
保
会
計
歳
入

う
ち
国
保
税

（
加
入
者
負
担
金
）

図‐

２
②

図‐

２
①

約6400万円 約7000万円 約1億3700万円約2億1800万円歳入歳出逆転ライン→

①
うち国保税

（加入者の負担金）
国や県からの交付金等

②
うち保険給付費（保険医療費）

※歳出全体の約7割に相当
納付金や拠出金等

歳入合計 27億9264万円

歳出合計 28億5625万円

　

図
‐
３
は
、
国
保
税
（
加
入
者

負
担
）
と
給
付
費
（
医
療
費
）
の

推
移
及
び
国
保
運
営
費
の
歳
入
と

歳
出
の
推
移
で
す
。

　

平
成
二
十
三
年
度
の
繰
越
金
等

（
基
金
分
を
含
む
）
の
約
六
億
四

〇
〇
〇
万
円
（
見
込
み
）
を
図
‐

３
の
赤
字
部
分
に
賄
う
と
、
平
成

二
十
六
年
度
末
（
次
回
税
率
改
正

時
）
に
は
、
約
二
億
円
に
ま
で
減

少
す
る
と
読
み
取
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。（
み
な
か
み
町　

町
民
福
祉

課
推
計　

平
成
二
十
四
年
三
月
現

在
）

　

し
た
が
っ
て
今
回
、
国
保
税
率

を
下
げ
る
と
、
次
回
の
税
率
改
正

時（
平
成
二
十
七
〜
平
成
二
十
九
）

に
大
幅
な
税
率
の
上
昇
を
招
い
て

し
ま
う
懸
念
が
生
じ
ま
す
。

　

今
年
四
月
の
通
常
国
会
で
は

「
国
民
健
康
保
険
法
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
案
」
が
可
決
さ
れ
、

平
成
二
十
七
年
四
月
よ
り
国
保
財

政
の
基
盤
強
化
策
の
恒
久
化
や
都

道
府
県
単
位
化
の
推
進
が
計
ら
れ

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
（
み
な
か

み
町
議
会
で
は
平
成
二
十
一
年
三

月
に
国
及
び
県
に
対
し
意
見
書
提

出
済
）。
さ
ら
に
今
後
も
国
や
県

な
ど
の
動
向
に
注
目
し
検
討
を
重

ね
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

【図‐3】歳入と国保料・歳出と保険給付費の推移

【図‐2】国保会計の歳入歳出比較（平成23年度決算見込み）

赤
字
部
分 

※
基
金
等
で
賄
う

※24年度以降は推計

※…【図‐2】、【図‐3】の歳入には「前年度繰越金」と「法定外繰入金」が、歳出には「基金積立金」と「予備費」が含まれていない表記と
なっています。

特　集
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悉悉悉悉悉悉悉悉悉悉悉悉悉
悉悉悉悉悉悉悉悉悉悉悉悉悉視察報告

デイサービス「折り梅」でのカリキュラム体験

小
水
力
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
実
験
機

大安高級工業職業学校

建
設
中
の
小
水
力
発
電
所
「
元
気
く
ん
３
号
」

厚生常任委員会 1/24-25

・予防介護がもたらす効果
（静岡市駿河区）

・地域密着型の小水力発電
（山梨県都留市）

産業観光常任委員会
2/20-23

・交流（教育旅行）と
　　観光客誘致を視野に

台湾視察研修（台北市）

●…台北市立大安高級工業職業高校（教育旅行
台北支局）視察
●台北市政府観光傅播局訪問
●台北市政府教育局訪問

●…ＮＰＯ法人スリーＡ予防デイサービス
「折り梅」視察
●家中川小水力市民発電所視察
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悉悉悉悉悉悉悉悉悉悉悉悉悉
悉悉悉悉悉悉悉悉悉悉悉悉悉視察報告

総務文教常任委員会

飯田市役所で説明を受ける

観光傳播局で邱副局長と

木質ペレット燃料製造工場

飯田市サッカー場

台北市政府教育局

2/7-8

・森林資源の活用で
目指す地域振興

（群馬県上野村）

・自治基本条例と
人事評価の活用術

（長野県飯田市）

●…上野村木質ペレット燃料製造工場視察
●長野県飯田市及び議会視察
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平
成
十
七
年
十
月
に
町
村
合
併

で
誕
生
し
た
、
み
な
か
み
町
議
会

の
初
の
議
員
定
数
は
、「
市
町
村

の
合
併
の
特
例
に
関
す
る
法
律
」

議
会
定
数
の
移
り
変
わ
り

の
適
用
で
、
次
回
議
員
選
挙
ま
で
、

町
村
合
併
後
も
引
き
続
き
在
任
さ

れ
、
水
上
町
一
四
人
、
月
夜
野
町

一
八
人
、
新
治
村
一
四
人
の
計
四

○構成人数の推移（単位：人）
	 平17.10	 平18.5	 平22.5

（初定数） （改選初） （改選2）

常　任
委員会

総務文教 16 8 6

厚　　生 15 8 6

産業観光 15 7 6

◇
総
務
文
教
常
任
委
員
会

　

	

文
化
・
教
育
に
関
す
る
こ
と　

そ
の
他
、
他
の
常
任
委
員
会
に
属
さ
な
い
こ
と

◇
厚
生
常
任
委
員
会

　

	

福
祉
、
戸
籍
・
住
民
登
録
、
保
健
衛
生
、
国
民
健
康
保
険
、
環
境
衛
生
、
水
道
に
関
す
る
こ
と

◇
産
業
観
光
常
任
委
員
会

　

	

商
工
及
び
観
光
、
農
林
水
産
、
土
木
、
建
設
、
町
営
住
宅
、
都
市
計
画
に
関
す
る
こ
と

○
今
回
は
、
み
な
か
み
町
議
会
議
員
の

定
数
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

あの頃 どうだった？

六
名
で
構
成
さ

れ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
平

成
十
八
年
の

初
選
挙
の
前
に

二
十
三
名
（
水

上
六
人
、
月
夜

野
一
〇
人
、
新

治
七
人
：
選
挙

区
制
）
の
定
数

と
さ
れ
、
平
成

二
十
二
年
の
二

度
目
の
議
員
選

挙
の
前
に
は

一
八
名
（
選
挙

区
制
廃
止
）
に

改
訂
さ
れ
現
在

も
一
八
名
で
構

成
さ
れ
て
い
ま

す
。

議員定数 46 23 18

追憶

●
各
常
任
委
員
会
の
所
管

みなかみ町議会の変遷　上：発足時　下：現在
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21（水）にいはるこども園・月夜野北幼稚園卒園式
22（木）月夜野幼稚園・下牧分園卒園式

水源地域ビジョン総会
ボランティアの集い（保健センター）

３　

月

23（金）町内小学校卒業式
24（土）わかくりこども園卒園式
26（月）土地開発公社理事会
27（火）第三・月夜野保育園卒園式

郡体協理事会（文化会館）
議会だより編集特別委員会

28（水）地区労教委新規学卒者研修会（県民局）

2（月）教職員辞令交付式（カルチャーセンター）
5（木）第三・月夜野保育園入園式

県議長会理事会（市町村会館）
7（土）わかくりこども園入園式
9（月）町内小学校・中学校入学式

議会だより編集特別委員会
10（火）にいはるこども園入園式

利根商入学式
11（水）月夜野幼稚園・下牧分園入園式
12（木）区長会
13（金）教職員離退任式（カルチャーセンター）

４　

月

体協総会（カルチャーセンター）
15（日）下牧敬老会
16（月）定例議員協議会

監査議長会（文化会館）
行政懇談会（ディラン）
議会だより編集特別委員会

17（火）議会全員協議会
議会だより編集特別委員会
小口審査会
月夜野グランドゴルフ春季大会（ホッケー場）

18（水）みなかみ町婦人会総会（カルチャーセンター）
19（木）議会だより編集特別委員会
26（木）文化協会総会（カルチャーセンター）

沼田人権擁護委員協議会総会
27（金）高原千葉村協力会定例総会

議会の動き ＊平成24年２月〜４月
※議会議員および議長が出席した行事

1（水）広域連合議会第1回定例会事前説明会（公社）
総務文教常任委員会勉強会

2（木）厚生常任委員会勉強会
6（月）議会全員協議会
7（火）総務文教常任委員会視察（〜8、上野村・飯田市）
9（木）文化協会新年会（長生館）
10（金）全国過疎地域自立促進連盟理事会（ルポール）
11（土）金井康夫県議賀詞交歓会（ディラン）
14（火）広域定例会

利根商議員協議会

２　

月

十一職種連合会優良技能者表彰式
（沼田中央公民館）

15（水）後期高齢者広域連合定例会（グリーンドーム）
16（木）利根沼田地域県政懇談会（ベラヴィータ）
17（金）議会全員協議会（内示会）
20（月）産業観光常任委員会視察（〜23、台北市）
22（水）県議長会定期総会（市町村会館）
24（金）老連月夜野支部芸能大会（老人センター）

町小・中学校スキー大会（水上高原）
25（土）愛のチャリティー芸能大会（老人センター）
27（月）利根商議会
29（水）議会運営委員会

1（木）知事との懇談会（前橋ラシーネ）
利根商卒業式

2（金）議会運営委員会
5（月）日ロ協会定期総会（ベラヴィータ）
7（水）第1回みなかみ町議会3月定例会（開会日）

議会だより編集特別委員会

３　

月

8（木）第1回みなかみ町議会3月定例会
9（金）全員協議会

連合審査会
10（土）桑原忠巳氏叙勲祝賀会（ベラヴィータ）
12（月）全員協議会
13（火）町内中学校卒業式
16（金）第1回みなかみ町議会3月定例会（最終日）

小口審査会
20（火）茂左衛門地蔵尊奉納弓道大会

訂正とお詫び ・3ページ　『※関連記事14頁』
　　　　　→『※関連記事13頁』
・裏表紙　筆者住所『東峰』→『塩原』

　議会だより第26号において、右記の誤り
がありました。訂正してお詫び申し上げます。

議会を傍聴して
みませんか？

─お問い合わせは─　議会事務局まで
☎25‐5023（直通）

議会だより編集
特別委員会

◆委 員 長	 鈴木　　勲
◆副委員長	 阿部　賢一
◆委　　員	 小林　　洋　内海　敏久
	 中島　信義　林　　一彦

◆6月の定例会は、6～15日を予定しております。
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★正解者の中から抽選で5名様に粗品を
進呈致します。

　ぜひご応募ください。

問
題
みなかみ町議会発足当時の議員は何人だった
でしょうか？　　　Ⓐ．23　Ⓑ．46　Ⓒ．18

ハガキに住所・氏名・答えを記入して下記宛にご応募ください。
　〒379-1393　群馬県利根郡みなかみ町後閑318　
　みなかみ町議会事務局　議会だより「ふるさとクイズ」係
締切：平成24年5月31日（当日消印有効）
※当選者の発表は、商品の発送をもってかえさせて頂きます。

応募の
きまり

　

二
年
前
に
み
な
か
み
町
と

中
国
の
聯
合
国
際
学
院
大
学

の
間
で
締
結
さ
れ
た
友
好
協

定
の
も
と
、
両
国
の
友
好
が

さ
ら
に
深
め
ら
れ
る
よ
う
に

み
な
か
み
町
国
際
交
流
協
会

の
メ
ン
バ
ー
八
名
が
大
学
を

訪
問
い
た
し
ま
し
た
。
期
間

は
平
成
二
十
四
年
二
月
二
十

日
か
ら
の
五
日
間
、
訪
問
先

は
大
学
が
あ
る
広
東
省
の

ジ
ュ
ー
ハ
イ
並
び
に
マ
カ
オ

と
香
港
で
し
た
。

　

渡
航
し
た
初
日
に
大
学
の

関
係
者
の
方
々
に
歓
迎
会
を

開
い
て
い
た
だ
き
、
そ
の
場

で
岸
町
長
か
ら
の
親
書
を

大
学
側
の
代
表
者
に
手
渡
し
、

親書手交式

中国への友好交流
みなかみ町国際交流協会
会 長　 鈴 木 　 齊（後閑）

ウ
ィ
ー
ン
や
ク
リ
ス
マ
ス

パ
ー
テ
ィ
ー
・
語
学
講
座
・

講
演
会
・
外
国
人
の
ホ
ー
ム

ス
テ
イ
な
ど
を
行
い
、
外
国

の
皆
さ
ん
と
の
多
文
化
交
流

を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

ぜ
ひ
町
民
皆
様
の
御
入
会

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

●
お
問
い
合
わ
せ

☎
二
五
‐
五
〇
二
九

役
場
ま
ち
づ
く
り
交
流
課
内

み
な
か
み
町
国
際
交
流
協
会

担
当
：
阿
部
真
行
ま
で

た
。
中
国
舞

踊
を
見
せ
て

も
ら
っ
た
り
、

一
緒
に
日
本

の
歌
を
合
唱

し
た
り
、
大

き
な
一
体
感

を
感
じ
ま
し

た
。

　

国
際
交
流

は
、
多
く
の

異
な
っ
た
文

化
を
も
っ
た

人
々
の
交
わ

り
で
す
か
ら
、

お
互
い
の
文

化
を
理
解
し

合
っ
た
り
認
め
た
り
す
る
こ

と
が
必
要
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
度
は
、
大
学
側
も
学

生
達
も
積
極
的
に
受
け
入
れ

て
い
た
だ
き
、
交
流
が
有
意

義
で
あ
っ
た
よ
う
に
思
い
ま

す
。
交
流
協
会
も
中
国
と
の

架
け
橋
と
な
っ
た
の
か
と
自

信
を
強
く
持
て
た
よ
う
で
す
。

　

現
在
、
当
会
は
会
員
約
五

〇
名
、
教
養
部
・
旅
行
部
・

イ
ベ
ン
ト
部
・
広
報
部
の

四
部
会
で
構
成
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

主
な
事
業
と
し
て
、
ハ
ロ

無
事
手
交
式

が
終
了
し
ま

し
た
。
挨
拶

で
は
、
み
な

か
み
町
の
四

季
折
々
の
自

然
の
美
し
さ
、

温
泉
地
の
賑

わ
い
、
冬
の

ス
キ
ー
な
ど
、

観
光
地
と
し

て
の
魅
力
に

溢
れ
て
い
る

こ
と
を
伝
え

ま
し
た
。
会

は
終
始
和
や

か
で
、
大
変

楽
し
い
一
夜

で
し
た
。

　

二
日
目
は

学
生
達
に
よ

る
歓
迎
会
が

あ
り
ま
し

聯
合
国
際
学
院
大
学
の
学
生
に
よ
る
歓
迎
会




